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年
４
和
令

　

会
例
定
会
議
回
１
第

政
町
の
度
年
新
、
り
た
あ
に
催
開
の

申
を
針
方
成
編
算
予
と
信
所
の
行
執

皆
の
民
町
に
び
並
会
議
町
、
げ
上
し

い
た
り
賜
を
力
協
ご
と
解
理
ご
の
様

。
す
ま
じ
存
と

　

症
染
感
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型
新

大
最
、
ず
え
見
が
束
収
だ
ま
い
、
が

接
ン
チ
ク
ワ
る
れ
さ
待
期
が
果
効
の

急
て
い
お
に
内
国
が
目
回
３
の
種

。
す
ま
り
あ
で

　

含
を
体
治
自
方
地
や
国
、
間
の
こ

政
財
、
じ
講
を
策
対
の
有
曽
未
、
め

も
に
動
活
済
経
、
ん
ろ
ち
も
は
担
負

。
す
ま
り
お
て
し
と
落
を
影
な
き
大

　

度
年
新
は
府
政
、
中
な
う
よ
の
こ

ち
落
当
相
が
収
税
、
し
立
樹
を
算
予

口
出
は
税
付
交
方
地
て
い
お
に
画
計

％
１・
６
比
年
前、
は
で
算
予
初
当
の

の
増

億
6

お
で
ん
込
見
を
円
万
千

。
す
ま
り

　

、
は
額
算
予
計
会
般
一

，
４
億

・９
で
比
対
年
前、
円
千
９
万
５
２
３

。
す
ま
り
あ
で
減
の
％
０

　

　

総
た
せ
わ
合
を
計
会
別
特
、
た
ま

、
は
額
算
予

８
万
４
４
９
，
２
億

と
減
の
％
８
・
７
比
対
年
前
、
円
千

　

足
不
源
財
、
り
た
あ
に
成
編
算
予

は
を
金
基
整
調
政
財
、
め
た
う
補
を

３
を
し
崩
り
取
の
金
基
る
す
と
め
じ

大
、
り
お
て
し
と
り
余
円
万
千
７
億

す
ま
り
な
と
況
状
政
財
い
し
厳
変

心
安
・
全
安
の
ん
さ
皆
の
民
町
、
が

を
来
未
の
町
本
、
ら
が
な
し
保
確
を

り
取
も
に
策
施
な
き
向
前
た
え
据
見

。
す
で
存
所
く
い
で
ん
組

挙
選
常
通
員
議
院
議
参
■

　

の
挙
選
常
通
員
議
院
議
参
は
年
今

統
、
は
に
年
５
和
令
、
と
費
経
要
所

か
と
こ
る
れ
さ
施
実
が
挙
選
方
地
一

計
を
費
経
る
係
に
度
年
４
和
令
、
ら

。
す
ま
い
て
し
上用

　

よ
る
き
で
用
利
に
ど
な
ト
ン
ベ
イ

、
し
化
装
舗
て
し
と
場
広
的
目
多、
う

く
た
し
備
整
も
て
い
つ
に
道
水
下
上

。
す
ま
じ
存

入
購
車
長
町
■

　

既
が
品
部
理
修
り
よ
に
障
故
両
車

る
あ
で
車
害
公
低
に
た
新
、
て
け
向

経
の
要
所
、
で
と
こ
る
す
入
購
を
車

し
と
源
財
。
す
ま
い
て
し
上
計
を
費

す
用
活
を
債
業
事
化
性
活
域
地
、
て

。
す
で
定
予
る

係
関
災
防
■

　

わ
合
と
入
購
の
品
蓄
備
用
常
非

、
ぎ
繋
を
設
施
と
機
電
発
時
電
停、
せ

る
す
に
能
可
用
使
と
ご
る
ま
を
設
施

鞠
朱
・
和
政
、
て
し
と
応
対
の
め
た

開
え
替
り
切
時
常
非
の
ン
セ
ミ
コ
内

３
を
機
電
発
び
及
け
付
り
取
の
器
閉

。
す
で
定
予
る
す
入
購
に
た
新
、
台

舎
宿
護
看
院
病
保
国
旧
■

　

終
が
査
調
の
ト
ス
ベ
ス
ア
の
前
事

。
す
ま
い
行
を
し
壊
り
取
、
し
了

　

、
間
年
一
年
昨

か
生
高
幌
の
歳

ら

民
町
の
代
世
い
若
の
代

の
名

可
続
持
も
て
し
少
減
が
口
人
、
に
方

い
つ
に
り
く
づ
町
る
あ
力
魅
で
能

計
、
て

令和４年度　町長施政方針
幌加内町長 細川　雅弘

令和４年３月３日（木）に開会されました、第１回幌加内町議会定例会に
おいて、細川町長より施政方針が示されましたので、その要旨をご紹介し
ます。
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だ
た
い
て
し
催
開
に
心
熱
変
大
を

り
く
づ
ち
ま
町
内
加
幌
「
般
先
、
き

。
た
し

　

く
づ
ち
ま
の
後
今
、
は
に
書
告
報

し
を
断
決
な
き
大
で
要
重
変
大
に
り

盛
山
沢
が
項
事
い
な
ら
な
ば
れ
け
な

を
ら
れ
こ
。
す
ま
り
お
て
れ
ま
込
り

も
は
内
町
、
り
た
あ
に
る
す
進
推

団
係
関
や
者
識
有
部
外
、
り
よ
と

を
携
連
た
れ
入
に
野
視
も
業
企
・
体

受
を
案
提
め
含
も
保
確
源
財
、
り
図

で
現
実
く
多
も
で
つ
一
を
容
内
た
け

だ
た
い
を
目
注
も
に
方
の
家
門
専
り

ご
の
こ
。
た
し
ま
り
賜
を
縁
ご
、
き

も
後
今
、
く
な
と
こ
る
切
ち
断
を
縁

い
た
り
い
ま
て
し
か
生
に
営
運
政
行

。
す
ま
り
お
て
え
考
と

通
交
共
公
域
地
■

　

ら
か
所
療
診
内
加
幌
り
よ
て
ね
兼

人
法
療
医
会
社
た
し
ま
り
あ
の
望
要

み
ろ
ほ
「
の
で
ま
院
病
山
森
会
生
元

森
、
て
い
つ
に
伸
延
点
終
の
」
号
ん

た
い
を
解
理
ご
の
段
特
の
様
院
病
山

な
と
能
可
が
伸
延
ら
か
月
４
、
き
だ

度
高
や
診
受
介
紹
の
へ
医
門
専
、
り

を
会
機
の
診
受
査
検
の
で
器
機
療
医

。
す
ま
り
い
ま

税
納
と
さ
る
ふ
■

　

６
，
３
、
は
で
算
決
度
年
２
和
令

あ
で
円
千
０
５
９
，
８
４
、
件
３
１

で
在
現
末
月
１
年
本
、
が
た
し
ま
り

千
０
０
０
，
２
６
、
件
０
７
３
，
４

お
て
び
伸
く
近
割
３
約
と
り
余
円

増
が
口
人
係
関
の
町
本
に
実
着
、
り

ま
り
お
て
し
感
実
と
の
も
る
い
て
え

。
す

　

し
ま
し
結
締
を
定
協
携
連
、
年
昨

や
用
活
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ら
が
な
き
だ
た

も
後
今
、
り
図
を
携
連
も
と
力
信
発

に
国
全
を
品
産
特
る
あ
力
魅
の
域
地

幌
、
湖
内
鞠
朱
、
ば
そ
「、
し
Ｒ
Ｐ

内
加
幌
「
で
柱
本
三
の
」
校
高
内
加

て
し
進
推
を
生
創
方
地
、
し
や
増
を

。
す
ま
り
い
ま

業
事
援
支
雪
除
活
生
期
冬
■

　

い
つ
に
業
事
援
支
雪
除
活
生
期
冬

の
間
年
２
の
で
ま
度
年
４
和
令
、
て

で
算
予
初
当
、
が

計
算
予
の
分
件

事
進
促
去
撤
等
物
築
建
き
空
良
不
■業

　

に
業
事
進
促
去
撤
等
物
築
建
き
空
良

を
上
計
算
予
の
分
件
３
、
は
て
い
つ

策
対
全
安
通
交
■

　

サ
転
運
全
安
者
齢
高
、
き
続
き
引

こ
と
た
し
上
計
を
算
予
の
分
件
３
各

。
す
で
ろ

係
関
費
務
税
■

　

評
の
税
産
資
定
固
の
度
年
５
和
令

鑑
地
宅
準
標
、
し
際
に
施
実
え
替
価

お
て
し
上
計
を
料
託
委
務
業
価
評
定

。
す
ま
り

分
処
終
最
物
棄
廃
般
一
町
内
加
幌
■

業
事
設
建
場

　

成
平

て
め
進
を
備
準
り
よ
度
年

物
棄
廃
般
一
町
内
加
幌
「
た
し
ま
き

て
い
つ
に
」
業
事
設
建
場
分
処
終
最

成
平
、
は

度
年
３
和
令
ら
か
度
年

り
お
ど
定
予
、
し
と
費
続
継
の
で
ま

。
す
ま
り
な
と
了
完
に
度
年
３
和
令

容
残
に
地
立
埋
場
分
処
終
最
の
存
既

の
設
施
規
新
、
ら
か
と
こ
る
あ
が
量

遅
度
程
年
２
ら
か
年
１
を
始
開
用
供

処
水
出
浸
設
施
新
、
し
と
と
こ
す
ら

を
等
料
託
委
検
点
期
定
の
類
器
機
理

。
す
で
ろ
こ
と
た
し
上
計

　

で
費
設
施
肥
堆
泥
汚
、
目
科
設
新

て
し
上
計
に
費
業
産
水
林
農
、
が
す

か
費
営
運
設
施
進
増
持
維
力
地
た
い

、
は
て
い
つ
に
売
販
・
産
生
の
場
肥

物
棄
廃
業
産
、
え
終
を
割
役
の
定
一

管
営
運
な
的
体
一
の
と
場
分
処
終
最

移
に
課
民
住
て
し
と
と
こ
る
す
を
理

に
泥
汚
は
面
当
、
で
ろ
こ
と
る
す
管

を
産
生
の
肥
堆
た
し
入
投
を
殻
ば
そ

。
す
で
の
も
う
行

険
保
康
健
民
国
■

　

一
の
令
行
施
法
険
保
康
健
民
国
「

月
２
が
」
令
政
る
す
正
改
を
部

日税
険
保
、
り
よ
に
と
こ
た
れ
さ
布
公

今
、
れ
さ
正
改
が
等
額
度
限
税
課
の

る
す
案
提
を
案
正
改
の
例
条
税
、
後

。
す
ま
り
あ
で
存
所

　

会
社
の
型
応
対
代
世
全
「、
た
ま

康
健
の
め
た
る
す
築
構
を
度
制
障
保

法
る
す
正
改
を
部
一
の
等
法
険
保

に
児
学
就
未
、
い
伴
に
行
施
の
」
律

５
の
そ
、
て
い
つ
に
額
割
等
均
る
係

ま
り
お
て
し
と
と
こ
る
す
額
減
を
割

。
す

険
保
療
医
者
齢
高
期
後
■

　

月
２
る
去

高
期
後
道
海
北
、
日

に
会
例
定
会
議
合
連
域
広
療
医
者
齢

さ
決
可
が
正
改
等
額
度
限
、
て
い
お
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干
若
の
料
険
保
、
り
よ
に
と
こ
た
れ

の
も
る
な
に
と
こ
る
ず
生
が
減
増
の

。
す
ま
り
お
て
え
考
と

　

に
保
確
の
療
医
者
齢
高
「、
た
ま

、
り
よ
に」
正
改
部
一
の
律
法
る
す
関

年
本

療
の
者
険
保
被
り
よ
日
１
月

負
の
金
担
負
部
一
る
係
に
付
給
の
養

あ
の
得
所
の
上
以
定
一
、
が
合
割
担

口
窓
（
者
得
所
み
並
役
現
、
は
方
る

費
療
医
、
き
除
を
）
割
３
合
割
担
負

。
す
ま
り
な
と
割
２
が
担
負
口
窓
の

ま
分
療
診
月
９
・
３
Ｒ
（
間
年
３
後

、
は
）
で

1

る
え
抑
に
で
ま
円
千
３
を
額
加
増
担

て
し
と
と
こ
る
す
用
適
を
置
措
慮
配

。
す
ま
り
お

策
施
て
育
子
■

　

環
る
来
出
が
て
育
子
、
て
し
心
安

支
保
確
材
人
育
保
、
て
し
と
備
整
境

材
人
、
し
施
実
き
続
き
引
を
業
事
援

現
育
保
た
し
定
安
、
り
図
を
保
確
の

連
と
者
業
事
育
保
に
備
整
制
体
の
場

。
す
ま
り
い
ま
て
め
努
し
力
協
、
携

　

業
事
成
助
費
通
交
婦
産
妊
、
た
ま

経
る
係
に
産
出
、
し
続
継
に
様
同
を

不
、
か
ほ
る
図
を
減
軽
の
担
負
的
済

を
成
助
の
費
療
治
る
係
に
育
不
、
妊

を
実
充
の
策
施
て
育
子
も
ど
子
、
し

業
事
保
確
材
人
護
介
■

　

る
す
成
構
で
体
治
自
る
す
施
実
を
業

者
住
定
住
移
、
ど
な
催
開
の
会
談
相

。
す
ま
り
い
ま
て
め
努
に
保
確
の

　

門
専
祉
福
川
旭
の
町
川
東
、
た
ま

れ
入
け
受
生
学
留
人
国
外
の
で
校
学

人
国
外
り
よ
度
年
元
和
令
、
い
伴
に

に
会
議
協
援
支
成
育
材
人
祉
福
護
介

確
の
士
祉
福
護
介
人
国
外
、
し
入
加

年
本
、
が
す
ま
り
お
て
め
努
も
に
保

養
別
特
、
き
続
に
年
昨
、
は
に
月
４

。
す
ま
り
お
て

業
事
健
保
■

　

予
、
診
健
種
各
、
は
で
業
事
健
保

り
通
年
例
を
等
業
事
問
訪
、
種
接
防

年
５
、
は
度
年
本
、
か
ほ
る
す
施
実

し
上
計
算
予
を
費
経
係
関
、
で
の
す

。
す
ま
り
お
て

業
事
療
診
■

　

継
き
引
へ
所
療
診
ら
か
院
病
保
国

事
医
、
す
ま
り
お
て
し
用
使
で
い

所
、
し
と
と
こ
る
す
新
更
ら
か
と
こ

。
す
ま
り
お
て
し
上
計
算
予
を
額
要

も
テ
ル
カ
子
電
、
は
で
新
更
の
回
今

師
医
、
り
お
て
し
と
と
こ
る
す
入
導

処
剤
薬
や
察
診
、
り
よ
に
化
率
効
の

患
、
し
縮
短
を
間
時
ち
待
の
ど
な
方

。
す
ま
り
い
ま

　

に
業
農
の
業
産
幹
基
、
に
め
じ
は

年
４
和
令
、
が
す
ま
り
あ
で
て
い
つ

、
い
伴
に
成
編
算
予
省
産
水
林
農
度

見
の
金
付
交
払
支
接
直
の
用
活
田
水

、
が
す
で
ろ
こ
と
た
れ
わ
行
が
し
直

み
組
仕
た
え
ま
踏
を
情
実
の
道
海
北

応
対
や
題
課
の
域
地
、
う
よ
る
な
と

り
あ
で
ろ
こ
と
る
め
求
し
対
に
国
て

。
す
ま

金
助
補
励
奨
興
振
業
農
■

　

業
農
「
す
ま
り
あ
で
業
事
独
単
町

、
は
て
い
つ
に
」
金
助
補
励
奨
興
振

つ
い
行
を
し
直
見
と
証
検
の
業
事

振
業
農
、
し
携
連
と
体
団
業
農
、
つ

し
上
計
を
額
同
年
前
め
た
の
展
発
興

。
す
ま
り
あ
で
ろ
こ
と
た

業
事
良
改
地
土
■

　

加
幌
営
道
、
は
で
業
事
良
改
地
土

業
事
備
整
成
育
手
い
担
区
地
部
北
内

工
地
整
、
て
し
と

・

渠
暗
、

水
排

・

を
金
担
負
費
業
事
の

。
す
ま
り
お
て
し
上
計

　

内
鞠
朱
、
は
て
い
つ
に
画
計
期
次

第
、
区
地
畔
湖

1

画
計
を
区
地
里
幌

機
係
関
、
り
あ
で
ろ
こ
と
る
い
て
し

向
に
択
採
業
事
、
り
図
を
携
連
と
関

あ
で
ろ
こ
と
る
い
て
め
進
を
務
事
け

。
す
ま
り

）
林
有
町
（
係
関
業
林
■

　

の
域
区
用
利
線
ち
た
ろ
ほ
内
留
長

５
・
６
林
造

工
の
降
以
度
年
本
、

１
・
１
開
伐
の
間
区
事

続
き
引
を

事
設
開
道
林
、
た
ま
。
す
ま
い
行
き

負
費
業
事
の
ｍ
０
０
８
、
て
し
と
業

あ
で
ろ
こ
と
る
い
て
し
上
計
を
金
担

。
す
ま
り

係
関
興
振
ば
そ
■

　

ウ
ナ
ロ
コ
型
新
、
は
で
係
関
済
経

、
た
ま
、
生
共
・
存
共
の
と
ス
ル
イ

い
お
に
興
振
ば
そ
、
え
据
見
を
束
収

上
、
使
大
里
の
ば
そ
内
加
幌
、
は
て

信
配
の
画
動
力
魅
る
よ
に
氏
大
周
杉

セ
液
血
字
十
赤
道
海
北
の
述
前
、
や

Ｐ
・
大
拡
費
消
の
ば
そ
と
発
啓
血
献
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供
提
を
麺
工
加
の
食
万
１
て
し
と
Ｒ

。
す
ま
り
お
て
し
上
計
を
費
経
る
す

係
関
工
商
■

　

し
と
策
対
済
経
の
会
店
商
内
町

も
て
い
お
に
度
年
今
、
て

レ
プ
％

実
を
業
事
行
発
券
品
商
き
付
ム
ア
ミ

。
す
ま
し
施

係
関
光
観
■

　

り
く
づ
ち
ま
町
内
加
幌
「
の
述
前

、
上
向
の
ド
ン
ラ
ブ
ば
そ
、
し
と
し

内
鞠
朱
や
辺
周
ト
ン
オ
ル
泉
温
和
政

加
付
の
光
観
た
し
と
心
中
を
辺
周
湖

し
や
増
を
口
人
係
関
、
げ
上
を
値
価

、
め
た
す
指
目
を
制
抑
の
少
減
口
人

の
源
財
、
法
方
営
運
や
備
整
の
設
施

め
進
を
議
協
の
と
者
係
関
ど
な
保
確

。
す
ま
り
い
ま
て

　

し
と
繕
修
の
設
施
管
所
、
他
の
そ

、
び
及
レ
イ
ト
階
１
ザ
ラ
プ
流
交、
て

ト
館
新
」
か
ど
ま
「
家
の
い
あ
れ
ふ

温
和
政
、
め
じ
は
を
化
式
洋
の
レ
イ

セ
化
性
活
業
農
、」
ト
ン
オ
ル
「
泉

。
す
ま
き
い
て
め
進
を
繕
修
て
い
お

備
整
の
道
町
■

　

の
線
通
川
新
、
て
し
と
業
事
独
単

８
２
２
事
工
替
取
フ
ラ
ト
の
側
道
国

。
す
ま
し
た
い
施
実
を
ｍ

　

成
平
り
よ
に
業
事
助
補
、
た
ま

下
、
す
ま
り
お
て
し
施
実
り
よ
度
年

ま
き
つ
に
事
工
良
改
路
道
線
内
加
幌

工
装
舗
、
良
改
盤
路
、
は
て
し

　
延ど

な
柱
電
北
、
か
ほ
の
ｍ
１
０
６
長

施
実
を
償
補
転
移
の
件
物
障
支
の

め
進
け
向
に
成
完
度
年
５
和
令
、
し

。
す
ま
り
い
ま
て

繕
修
の
梁
橋
■

　

て
い
つ
に
画
計
化
命
寿
長
梁
橋

ん
は
内
牛
添
て
し
と
業
事
助
補
、
は

の
事
工
修
補
の
橋
１
、
か
ほ
橋
わ
ざ

ま
り
お
て
し
上
計
を
算
予
の
め
た

。
す

　

新
て
し
と
検
点
の
目
巡
２
、
た
ま

北
5

か
ほ
橋
号

託
委
検
点
の
分
橋

施
実
事
工
修
補
度
年
５
和
令
、
務
業

補
の
橋
１
か
ほ
橋
本
松
里
子
母
の
分

計
を
算
予
要
所
る
係
に
託
委
計
設
修

と
業
事
独
単
町
、
か
ほ
る
い
て
し
上

画
計
本
基
替
架
橋
線
基
栄
東
、
て
し

い
ま
て
し
施
実
を
託
委
務
業
の
定
策

。
す
ま
り

理
管
・
持
維
の
川
河
・
道
町
■

　

、
め
た
の
全
保
地
農
や
境
環
活
生

ま
踏
を
望
要
木
土
の
ら
か
区
治
自
各

が
な
し
議
協
に
分
十
と
区
治
自
、
え

実
し
先
優
を
件
案
い
高
の
性
急
緊
ら

。
す
ま
り
い
ま
て
し
施

　

た
の
全
保
と
持
維
の
川
河
町
に
特

お
て
し
施
実
ら
か
度
年
３
和
令
、
め

を
」
業
事
進
推
渫
浚
急
緊
「
す
ま
り

施
実
に
的
続
継
つ
か
的
画
計
も
後
今

、
は
度
年
４
和
令、
り
あ
で
定
予
る
す

区
地
内
加
幌
下
、
川
元
の
区
地
栄
東

田
黒
の
区
地
牛
沼
、
川
沢
の
り
帰
の

去
除
の
砂
土
積
堆
、
木
伐
の
川
沢
の

お
て
し
上
計
を
算
予
の
め
た
の
事
工

。
す
ま
り

　

竜
雨
「
の
轄
直
国
は
で
策
対
水
治

目
年
６
が
査
調
の
」
業
事
生
再
ム
ダ

で
費
査
調
、
り
入
に

た
え
超
を
億

着
事
工
期
早
の
後
今
、
り
な
と
算
予

ほ
る
い
ま
て
け
続
を
請
要
け
向
に
工

ら
か
内
鞠
朱
の
下
直
流
下
ム
ダ
、
か

間
区
理
管
道
海
北
の
で
ま
別
煙
雨

た
れ
さ
催
開
般
先
、
で
ｍ
ｋ
５
・

員
委
門
専
価
評
業
事
共
公
道
海
北
「

ら
か
度
年
５
和
令
、
て
い
お
に
」
会

円
億
０
２
２
約
費
業
事
総
で
間
年

改
川
河
域
広
川
竜
雨
「
だ
ん
込
見
を

ろ
こ
と
た
れ
ま
込
り
盛
が
」
業
事
修

雨
て
し
携
連
が
道
海
北
び
及
国
、
で

が
筋
道
な
き
大
に
策
対
水
治
の
川
竜

こ
と
る
い
て
し
待
期
と
の
も
た
き
で

。
す
ま
り
あ
で
ろ

係
関
宅
住
■

　

婦
夫
・
者
齢
高
ら
か
代
世
て
育
子

態
形
住
居
な
様
多
の
域
地
ど
な
帯
世

添
、
て
し
と
宅
住
る
き
で
応
対
も
に

備
整
を
宅
住
有
町
の
戸
２
棟
１
る
よ

た
し
上
計
を
算
予
要
所
の
め
た
る
す

。
す
ま
り
あ
で
ろ
こ
と

　

て
し
ま
き
つ
に
宅
住
営
公
、
た
ま

と
要
必
が
体
解
り
よ
に
化
朽
老
、
は

施
実
の
査
調
有
含
ト
ス
ベ
ス
ア
の

事
金
付
交
合
総
備
整
本
資
会
社
、
と

ま
り
お
て
し
化
朽
老
、
し
用
活
を
業

た
し
上
計
を
算
予
の
要
所
る
係
に
事

住
営
公
存
既
。
す
ま
り
あ
で
ろ
こ
と

は
度
年
今
、
て
し
と
繕
修
別
個
の
宅

棟
５
か
ほ
地
団
き
ゆ
み

10

根
屋
の
戸

の
性
住
居
し
施
実
を
ど
な
事
工
装
塗

　

を
進
促
の
住
定
と
上
向
の
境
環
住

幌
「
す
ま
り
お
て
し
施
実
め
た
る
図

に
」
例
条
進
促
設
建
家
ち
持
町
内
加

算
予
を
金
励
奨
の
分
件
１
、
き
づ
基

。
す
ま
り
お
て
し
上
計

係
関
道
水
易
簡
■

　

り
お
て
し
施
実
ら
か
度
年
３
和
令

係
に
化
ル
タ
ジ
デ
の
帳
台
道
水
す
ま

度
年
本
、
し
上
計
を
料
託
委
務
業
る
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。
す
ま
り
い
ま
て
め
進
け
向
に
成
完

　

加
幌
を
域
区
水
用
雑
牛
沼
、
た
ま

配
の
め
た
る
す
張
拡
へ
道
水
易
簡
内

算
予
の
要
所
る
係
に
ど
な
事
工
管
水

後
今
、
り
あ
で
ろ
こ
と
た
し
上
計
を

修
の
器
機
備
設
の
設
施
道
水
易
簡
も

が
な
い
行
に
切
適
を
理
管
持
維
と
繕

供
に
的
定
安
を
水
料
飲
な
全
安
、
ら

り
い
ま
て
め
努
に
う
よ
く
い
て
し
給

。
す
ま

係
関
道
水
下
■

　

本
、
が
す
ま
り
あ
で
業
事
道
水
下

水
下
に
様
同
業
事
道
水
易
簡
も
計
会

務
業
る
係
に
化
ル
タ
ジ
デ
の
帳
台
道

に
成
完
度
年
本
、
し
上
計
を
料
託
委

。
す
ま
り
い
ま
て
め
進
け
向

　

て
め
進
ら
か
度
年
３
和
令
、
た
ま

化
用
適
法
の
業
事
道
水
下
す
ま
り
お

務
業
備
整
帳
台
産
資
定
固
た
け
向
に

し
上
計
を
算
予
の
要
所
る
係
に
託
委

た
し
施
実
に
度
年
３
和
令
、
か
ほ
た

策
を
画
計
設
施
理
処
水
排
落
集
業
農

新
更
築
改
は
度
年
本
、
果
結
た
し
定

の
要
所
る
係
に
託
委
務
業
計
設
施
実

。
す
ま
り
お
て
し
上
計
を
算
予

般
全
育
教
■

　

、
う
よ
い
な
し
退
衰
が
動
活
化
文・
育

大
政
行
育
教
町
内
加
幌
「
も
度
年
本

的
点
重
の
件
条
育
教
、
と
も
の
」
綱

関
育
教
て
い
つ
に
策
施
き
べ
ず
講
に

り
図
を
携
連
と
等
関
機
係
関
・
者
係

。
す
ま
り
い
ま
て
め
進
ら
が
な

育
教
校
学
■

　

、
と
も
の
」
画
計
進
推
育
教
校
学
「

、
ち
も
を
着
愛
と
り
誇
に
と
さ
る
ふ

児
る
き
生
く
し
ま
く
た
で
か
豊
心

色
特
、
め
た
る
す
成
育
を
徒
生
・
童

り
い
ま
て
し
開
展
を
動
活
育
教
る
あ

。
す
ま

　

に
先
、
は
て
い
お
に
校
学
中
・
小

う
よ
る
き
で
用
使
で
宅
自
を
末
端

計
を
算
予
要
所
の
備
整
器
機
る
な
と

。
す
ま
り
お
て
し
上

　

か
度
年
２
和
令
、
は
で
校
学
等
高

地
の
生
校
高
「
る
い
で
ん
組
り
取
ら

化
力
魅
校
高
の
め
た
の
進
推
学
留
域

生
期
２
第
、
て
い
お
に
」
業
事
援
支

学
留
域
地
の
名
３
り
よ
外
道
て
し
と

て
し
定
決
が
と
こ
る
れ
入
け
受
を
生

。
す
ま
り
お

　

六
や
実
充
の
育
教
Ｔ
Ｃ
Ｉ
、
た
ま

立
町
、
ど
な
み
組
取
の
へ
化
業
産
次

導
指
な
か
や
細
め
き
の
は
で
ら
な
校

を
営
運
校
学
た
し
か
活
を
色
特
、
や

を
備
整
の
等
品
備
、
め
た
る
す
践
実

化
強
の
集
募
徒
生
き
続
き
引
、
い
行

め
努
に
信
発
力
魅
る
な
更
、
け
向
に

お
に
徒
生
・
童
児
。
す
ま
り
い
ま
て

々
様
で
禍
ナ
ロ
コ
く
引
長
、
は
て
い

学
や
験
体
な
重
貴
、
り
あ
が
限
制
な

と
た
け
受
を
響
影
な
き
大
も
場
の
習

策
対
染
感
き
続
き
引
、
が
す
で
ろ
こ

常
日
い
早
も
で
日
一
、
し
に
全
万
を

。
す
で

育
教
会
社
■

　

、
と
も
の
」
画
計
期
中
育
教
会
社
「

な
か
豊
く
る
明
、
り
図
を
進
推
の
育

も
後
今
、
め
た
る
め
進
を
り
く
づ
町

ん
組
り
取
に
備
整
な
要
必
、
て
し
と

。
す
ま
り
い
ま
で

　

の
域
地
、
し
指
目
を
現
実
の
会
社
る

。
す
ま
り
い
ま
て
め
努
に
援

　

民
公
央
中
、
は
で
設
施
育
教
会
社

こ
る
す
施
実
を
事
工
修
改
震
耐
の
館

て
し
上
計
を
算
予
要
所
、
て
し
と
と

。
す
ま
り
お

　

的
体
具
の
政
行
育
教
、
か
ほ
の
こ

長
育
教
、
は
て
し
ま
き
つ
に
容
内
な

明
説
ご
で
針
方
行
執
政
行
育
教
り
よ

。
す
ま
げ
上
し
申

　

あ
に
る
め
進
を
営
運
政
町
、
上
以

だ
た
い
て
せ
さ
べ
述
を
綱
大
の
野
分

コ
る
え
い
も
と
難
国
、
が
た
し
ま
き

ロ
ゼ
、
に
時
同
と
む
組
り
取
り
か

つ
一
、
ら
が
な
し
慮
考
も
れ
流
な
き

の
町
本
、
ね
重
み
積
を
策
政
つ
と
ひ

取
で
球
投
力
全
、
け
向
に
展
発
興
振

。
す
ま
り
い
ま
で
ん
組
り

　

議
町
、
様
皆
の
民
町
て
し
ま
め
改

協
ご
と
解
理
ご
の
層
一
の
様
皆
の
会

執
の
政
町
、
げ
上
し
申
い
願
お
を
力

。
す
ま
し
致
と
針
方
行
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は
と
で
ま
れ
こ
が
方
り
在
の
会
社

ナ
ロ
コ
型
新
、
と
来
到
の
」
代
時
０

と
然
依
が
束
収
の
症
染
感
ス
ル
イ
ウ

困
が
測
予
の
来
将
、
ず
せ
通
見
て
し

よ
が
町
本
、
在
現
る
あ
で
代
時
な
難

展
発
て
し
と
域
地
る
れ
ふ
あ
力
魅
り

・り
く
づ
人
「、
は
に
め
た
く
い
て
し

育
教
る
な
と
盤
基
の
」
り
く
づ
域
地

。
す
ま
り
お
て

　

委
育
教
、
中
の
識
認
な
う
よ
の
こ

教
町
内
加
幌
、
は
て
し
ま
し
と
会
員

学
な
か
確
「、
た
れ
さ
示
に
綱
大
育

色
特
の
域
地
み
育
を
望
希
や
夢
と
び

教
校
学
る
れ
ふ
あ
力
活
た
し
か
生
を

く
し
楽
と
き
い
き
い
「、
」
進
推
の
育

し
さ
や
と
進
推
の
習
学
涯
生
る
べ
学

心
る
れ
ま
生
ら
か
流
交
る
れ
ふ
あ
さ

・化
文・
育
教
を
」
り
く
づ
人
な
か
豊

開
展
を
み
組
り
取
な
的
体
具
、
し
と

。
す
ま
り
お
て
し

　

方
行
執
政
行
育
教
の
度
年
４
和
令

第
、
は
て
し
ま
り
た
あ
に
定
策
の
針

び
及
画
計
興
振
合
総
町
内
加
幌
次
７

町
本
き
づ
基
に
綱
大
育
教
町
内
加
幌

る
図
を
興
振
育
教
た
じ
応
に
情
実
の

め
深
を
携
連
の
と
関
機
係
関
、
く
べ

し
進
推
を
策
施
る
す
管
所
、
ら
が
な

。
す
ま
り
い
ま
て

　

期
中
の
間
年
５
に
月
２
年
３
和
令

校
学
町
内
加
幌
「
て
し
と
画
計
な
的

こ
と
た
し
定
策
を
」
画
計
進
推
育
教

。
す
ま
り
あ
で
ろ

　

の
も
ど
子
す
ざ
め
、
は
で
画
計
本

を
着
愛
と
り
誇
に
と
さ
る
ふ
「
を
姿

ま
く
た
、
い
合
え
支
と
々
人
、
ち
も

、
し
と
」
子
の
内
加
幌、
る
き
生
く
し

な
か
豊
「、
」
成
育
の
力
学
な
か
確
「

」
成
育
の
体
な
か
や
健
「、」
成
育
の
心

学
各
、
り
お
て
し
と
点
重
の
進
推
を

よ
る
れ
ら
図
が
化
現
具
て
い
お
に
校

を
開
展
の
策
施
な
か
や
細
め
き
、
う

積
の
と
域
地
、
に
も
と
と
る
す
進
推

高
を
性
頼
信
、
り
図
を
携
連
な
的
極

進
推
の
り
く
づ
校
学
た
れ
か
開
、
め

。
す
ま
り
い
ま
て
め
努
に

　

感
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型
新
、
た
ま

お
に
校
学
「
て
し
と
応
対
の
へ
症
染

な
実
確
の
」
式
様
活
生
い
し
新
る
け

図
を
応
対
な
か
や
細
め
き
、
と
施
実

ま
り
い
ま
て
め
進
を
践
実
育
教
た

。
す

　

小
内
加
幌
、
は
校
学
小
の
度
年
本

支
別
特
と
級
学
４
級
学
通
普
で
校
学

、
級
学
７
て
せ
わ
あ
級
学
３
級
学
援

級
学
２
級
学
通
普
で
校
学
小
内
鞠
朱

て
せ
わ
あ
級
学
１
級
学
援
支
別
特
と

、
は
で
体
全
校
学
小、
り
な
と
級
学
３

は
数
童
児
、
り
な
と
級
学

の
名

。
す
ま
り
な
と
定
予

　

と
級
学
３
級
学
通
普
、
は
校
学
中

６
て
せ
わ
あ
級
学
３
級
学
援
支
別
特

は
数
徒
生
、
で
級
学

で
定
予
の
名

、
は
で
校
学
等
高
。
す
ま
り
あ

名徒
生
籍
在
、
り
あ
が
者
願
志
学
入
の

は
数

ま
り
あ
で
定
予
る
な
と
名

。
す

に
め
じ
は

針
方
本
基

育

教

校

学

令和４年度
　幌加内町教育行政執行方針

幌加内町教育長　　村上　雅之

況
状
の
校
学
各
内
町
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の
症
染
感
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型
新

よ
に
と
こ
る
い
て
し
化
期
長
が
響
影

か
な
少
は
て
い
お
に
活
生
校
学
、
り

た
供
子
、
り
お
て
け
受
を
約
制
ず
ら

て
い
つ
に
長
成
の
心
や
面
習
学
の
ち

あ
で
ろ
こ
と
る
れ
さ
配
心
も
響
影
の

。
す
ま
り

　

し
備
整
に
度
年
３
和
令
、
で
こ
そ

力
強
の
め
た
の
障
保
の
習
学
、
を
末

て
に
宅
自
も
で
ど
な
時
生
発
害
災
や

て
い
つ
に
り
帰
ち
持
の
等
末
端
ト

る
け
お
に
校
学
、
ど
な
う
行
を
備
整

つ
に
み
組
り
取
な
的
験
試
・
的
践
実

。
す
ま
り
い
ま
て
し
援
支
て
い

　

ブ
タ
の
徒
生
童
児
校
登
不
、
た
ま

も
後
今
、
り
お
て
れ
さ
践
実
に
既
も

、
ら
が
な
し
用
活
も
法
手
の
ら
れ
こ

心
の
ち
た
供
子
る
け
お
に
禍
ナ
ロ
コ

。
す
ま
り
い
ま
て
め
努
も
に
ア
ケ
の

　

の
生
校
高
「
る
す
施
実
が
府
閣
内

力
魅
校
高
の
め
た
の
進
推
学
留
域
地

目
年
３
、
て
い
つ
に
」
業
事
援
支
化

し
と
生
期
２
第
、
は
度
年
今
る
な
と

れ
入
け
受
を
生
学
留
域
地
の
名
３
て

な
々
様
。
た
し
ま
し
定
決
が
と
こ
る

で
肌
を
力
魅
の
町
本
て
し
通
を
験
経

学
留
の
間
年
１
、
き
だ
た
い
て
じ
感

生
人
や
活
生
校
高
の
後
の
そ
が
験
経

り
い
ま
て
し
援
支
う
よ
る
が
繋
も
に

。
す
ま

　

本
た
し
通
を
生
学
留
域
地
、
た
ま

に
動
活
る
が
な
つ
に
信
発
力
魅
の
校

で
ん
組
り
取
き
続
き
引
、
も
て
い
つ

。
す
ま
り
い
ま

　

目
科
定
設
校
学
、
一
唯
も
で
国
全

、
や
み
組
り
取
の
業
授
」
ば
そ
「
の

Ｃ
Ｉ
の
端
先
最
は
で
校
学
立
公
内
道

製
工
加
ら
か
産
生
、
践
実
の
育
教
Ｔ

業
産
次
六
た
し
貫
一
で
ま
売
販
、
造

す
進
推
化
強
に
ら
さ
を
習
学
の
へ
化

導
を
等
機
凍
冷
却
冷
速
急
、
め
た
る

有
を
等
ば
そ
生
や
菜
野
場
農
、
し
入

を
発
開
け
向
に
化
品
製
、
し
用
活
効

す
営
経
に
的
体
主
ら
自
徒
生
、
い
行

市
川
旭
、
や
営
運
の
会
店
商
高
幌
る

通
を
会
売
販
の
で
ど
な
設
施
業
商
内

て
げ
繋
に
躍
活
る
な
更
の
徒
生
た
し

。
す
ま
り
い
ま

　

選
ち
打
ば
そ
生
校
高
国
全
、
在
現

に
外
内
道
、
り
よ
に
績
実
の
で
権
手

度
名
知
の
校
学
等
高
内
加
幌
て
い
お

な
的
国
全
、
が
す
ま
り
あ
で
ろ
こ
と

、
々
年、
は
て
い
つ
に
集
募
徒
生、
り

。
す
ま
り
あ
に
下
況
状
い
し
厳
変
大

　

旭
や
郊
近
幌
札
、
中
な
う
よ
の
そ

知
空
北
や
村
町
市
隣
近
に
び
並
市
川

極
積
を
問
訪
校
学
中
に
心
中
を
内
管

一
、
て
せ
併
に
と
こ
る
す
施
実
に
的

を
応
対
の
で
別
個
、
や
学
入
験
体
日

生
、
し
施
実
を
会
学
見
校
学
た
め
含

こ
と
る
い
て
め
努
に
化
強
の
集
募
徒

。
す
ま
い
ざ
ご
で
ろ

　

寮
、
れ
離
を
元
親
て
め
初
、
た
ま

こ
る
あ
で
半
大
が
徒
生
う
行
を
活
生

問
な
々
様
る
え
抱
が
徒
生
、
ら
か
と

の
祉
福
会
社
、
め
た
る
す
応
対
に
題

心
る
よ
に
士
理
心
床
臨
、
や
家
門
専

策
対
な
的
合
総
、
せ
わ
合
と
ア
ケ
の

。
す

　

て
し
ま
し
た
い
と
会
員
委
育
教

携
連
も
と
域
地
・
関
機
係
関
各
、
も

導
指
な
か
や
細
め
き
の
は
で
ら
な
校

る
な
と
点
拠
の
成
形
間
人
る
き
で
応

分
の
導
指
徒
生
や
導
指
習
学
、
く
べ

の
境
環
育
教
、
い
行
に
か
や
細
を
析

画
計
を
備
整
境
環
の
寮
雪
渓
や
実
充

。
す
ま
り
い
ま
で
ん
組
り
取
に
的

　

児
る
あ
に
期
長
成
、
は
食
給
校
学

と
こ
る
図
を
進
増
の
康
健
の
徒
生
童

果
効
を
導
指
る
す
関
に
食
、
え
加
に

と
材
教
な
要
重
の
め
た
る
め
進
に
的

を
導
指
な
的
続
継
・
的
画
計
、
て
し

習
食
い
し
ま
望
、
り
よ
に
と
こ
う
行

付
に
身
を
力
践
実
る
す
関
に
食
と
慣

。
す
ま
き
で
が
と
こ
る
せ
さ
け

　

充
の
育
教
育
食
て
し
置
配
を
諭
教
養

響
影
の
騰
高
格
価
の
等
材
食
の
年
近

量
全
、
き
続
き
引
、
が
す
ま
り
あ
は

ま
り
い
ま
て
し
用
使
を
米
産
元
地

。
す

　

物
異
や
毒
中
食
も
て
い
お
に
後
今

衛
、
め
た
る
す
止
防
に
然
未
を
入
混

レ
ア
物
食
、
り
図
を
底
徹
の
理
管
生

心
安
で
全
安
、
い
行
を
供
提
の
食
替

い
ま
て
め
努
に
供
提
の
食
給
校
学
な

。
す
ま
り

業
事
食
給
校
学

校

学

等

高

育
教
務
義
校
学
中・
小
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の
会
社
習
学
涯
生
、
は
育
教
会
社

る
わ
関
に
体
全
域
地
、
て
し
と
核
中

社
「
め
た
る
す
決
解
を
題
課
な
々
様

展
業
事
と
も
の
」
画
計
期
中
育
教
会

　

日
を
と
こ
だ
ん
学
が
々
方
の
民
町

、
進
推
の
習
学
る
せ
か
活
に
活
生
常

開
の
室
教
た
し
か
活
を
源
資
域
地

た
し
指
目
を
上
向
の
化
文
活
生
、
催

団
係
関
育
教
会
社
、
等
設
開
の
座
講

さ
皆
の
民
町
、
め
深
を
携
連
の
と
体

に
育
教
涯
生
、
で
中
の
働
協
の
と
ん

。
す
ま
り
い
ま
で
ん
組
り
取

　

で
点
拠
の
動
活
育
教
会
社
の
町
本

に
進
推
業
事
て
し
か
活
に
分
充
を
能

に
的
主
自
が
ん
さ
皆
の
民
町
、
め
努

に
援
支
の
へ
動
活
術
芸
・
化
文
う
行

館
民
公
区
地
各
、
に
も
と
と
む
組
取

活
る
あ
色
特
の
域
地
た
し
と
心
中
を

。
す
ま
り
い
ま
て
し
を
援
支
も
に
動

　

新
、
は
て
い
お
に
室
書
図
、
た
ま

た
じ
応
に
節
季
、
め
じ
は
を
内
案
刊

触
と
本
に
近
身
、
等
書
図
回
巡
、
業

引
て
け
向
に
大
増
の
会
機
る
え
あ
れ

。
す
ま
り
い
ま
で
ん
組
り
取、
き
続
き

　

て
い
つ
に
備
整
の
設
施
育
教
会
社

と
こ
う
行
を
事
工
修
改
物
り
吊
に
的

方
政
施
長
町
、
た
ま
、
り
お
て
し
と

た
し
ま
り
お
て
れ
ら
れ
触
も
に
針

耐
、
は
て
い
つ
に
」
館
民
公
央
中
「

お
て
し
と
と
こ
う
行
を
事
工
修
改
震

い
た
り
賜
を
解
理
ご
、
で
の
す
ま
り

。
す
ま
じ
存
と

　

営
を
活
生
な
か
豊
で
福
幸
、
が
す
で

あ
で
利
権
の
々
人
の
て
全
は
と
こ
む

ス
で
域
地
に
近
身
も
で
つ
い
、
り

で
要
必
が
と
こ
る
め
進
を
り
く
づ
境

。
す
ま
り
あ

　

間
期
冬
た
し
か
活
を
雪
多
の
町
本

・
童
児
・
児
幼
、
り
よ
に
力
協
の
会

施
実
に
象
対
を
徒
生
・
童
児
、
た
ま

・
日
曜
日
・
日
曜
土
す
ま
り
お
て
し

和
令
、
は
成
助
の
券
ン

4

お
に
度
年

り
い
ま
て
し
施
実
き
続
き
引
も
て
い

。
す
ま

　

町
、
り
図
を
携
連
と
関
機
係
関
、
め

。
す
ま
り
い
ま
て
め
努
に
興

　

ろ
ほ
、
が
す
で
備
整
の
設
施
育
体

引
、
め
た
う
行
を
行
運
な
全
安
、
は

り
い
ま
て
し
備
整
に
的
画
計
き
続
き

。
す
ま

　

ま
し
備
整
に
横
場
広
村
山
、
た
ま

、
し
始
開
を
用
供
に
月
７
年
昨
一、
は

で
室
教
泳
水
た
し
と
象
対
を
生
学
小

和
令
、
り
あ
で
ろ
こ
と
る
い
て

4
年て

し
施
実
き
続
き
引
も
て
い
お
に
度

。
す
ま
り
い
ま

　

が
流
交
的
人
る
け
お
に
禍
ナ
ロ
コ

の
設
施
育
教
会
社
も
後
今
、
が
す
ま

支
動
活
の
体
団
係
関
、
持
維
や
備
整

出
を
ア
デ
イ
ア
と
様
皆
の
民
町
に
頭

組
り
取
に
進
推
業
事
ら
が
な
い
合
し

ま
り
お
て
え
考
と
い
た
り
い
ま
で
ん

。
す

　

済
経
、
は
業
事
金
資
学
奨
の
町
本

に
町
本
、
め
た
る
す
に
う
よ
い
な
れ

目
を
英
育
の
等
生
学
る
す
有
を
所
住

ま
れ
こ
も
度
年
４
和
令
、
て
し
と
的

、
学
大
を
者
付
貸
規
新
、
様
同
と
で

そ
て
い
つ
に
校
学
等
高
、
校
学
種
各

。
す
ま
り
お
て
し
定
予
れ
ぞ
れ

　

政
行
育
教
の
度
年
４
和
令
、
上
以

た
し
ま
げ
上
し
申
て
い
つ
に
行
執
の

に
ナ
ロ
コ
と
況
状
政
財
い
し
厳
、
が

中
の
限
制
の
会
機
流
交
な
々
様
る
よ

の
境
環
習
学
の
ま
さ
皆
の
民
町
、
で

に
供
提
・
保
確
の
会
機
習
学
や
備
整

の
す
ま
り
い
ま
で
ん
組
り
取
て
け
向

の
様
皆
の
民
町
に
び
並
会
議
町
、
で

心
を
力
協
ご
と
解
理
ご
の
層
一
お
な

政
行
育
教
、
げ
上
し
申
い
願
お
ら
か

。
す
ま
し
た
い
と
針
方
行
執

業

事

英

育

に
び
す
む

育

体

健

保

育

教

会

社
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令和４年度予算　　幌加内町のまちづくり

◆令和４年度各会計予算統括表
会　　　計　　　別 令和３年度（当初） 令和４年度 比較増減額 比較増減率

一 般 会 計 45億5,471万8千円 41億4,325万9千円 △ 4億1,145万9千円 △ 9.0

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険特別会計 1億8,755万8千円 1億7,213万6千円 △ 1,542万2千円 △ 8.2

後期高齢者医療特別会計 3,543万円 3,261万3千円 △ 281万7千円 △ 8.0

介 護 保 険 特 別 会 計 1億8,050万2千円 1億8,733万2千円 683万円 3.8

簡 易 水道事業特別会計 7,713万9千円 9,426万7千円 1,712万8千円 22.2

下 水 道 事 業 特 別 会 計 8,763万9千円 9,562万9千円 799万円 9.1

奨 学 資 金 特 別 会 計 421万2千円 421万2千円 0円 0.0

合　　　　　　　　計 51億2,719万8千円 47億2,944万8千円 △ 3億9,775万円 △ 7.8

◇◆◇ 予算総額47億2,944万8千円 ◇◆◇

　令和４年度の予算は、多目的広場整備事業、中央公民館耐震改修工事、生涯学習センター舞台吊り物装置改
修事業、下幌加内線道路改良工事などを中心に計上されました。
　今年度の主な予算の内容や新規事業を町民の皆さんにお知らせします。
　なお、各課で担当しております補助事業や補助金は５月号でお知らせする予定です。

一般会計とは
産業・福祉・教育・道路サービスなどをすすめる基本的な行政サービスを行うための会計です。

特別会計とは
特定の事業やサービスを提供するために、国民健康保険税など特定の収入があり、一般会計とは区分し、収入・

支出する会計で、本町では国民健康保険や介護保険など６つの会計があります。

◆一般会計予算の概要　一般会計総額　41億4,325万9千円
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歳　出

地方交付税
22億6,000万円
54.5％

町債
3億

3,440万円
8.1％

国・道支出金
4億8,347万
5千円
11.7％

その他
6億399万9千円

14.5％

使用料・手数料
1億8,930万5千円

4.6％

町税
1億7,702万2千円 

4.3％

分担金・負担金
1,755万2千円
0.4％

歳　入
41億
4,325万
９千円 町の財政規模に

応じて国から交
付されるお金

町が長期間借り
入れるお金

総務費
3億9,114万
2千円
9.4％

商工費
1億8,847万円
4.6％

土木費
7億1,150万円
2千円
17.2％

消防費
1億7,233万8千円

4.2％

教育費
4億5,350万
1千円
10.9％

公債費
5億7,289万
2千円
13.8％

職員費
7億4,211万8千円

17.9％

歳　出

その他
4,273万6千円
1.0％

民生費
3億9,430万
3千円
9.5％

衛生費
1億8,069万
1千円
4.4％

衛生費
1億8,069万
1千円
4.4％

農林水産費
2億9,357万1千円

7.1％

農林水産費
2億9,357万1千円

7.1％

町が借り入れた
地方債の元利償
還費と一時借入
金の利息の合計

41億
4,325万
９千円

地方譲与税
7,750万6千円
1.9％

歳入 歳出
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総務費関係
■多目的広場整備事業　２，６８７万５千円
　昨年度解体した中央生活改善センター跡地を活用し、イベント等が開催できるよう、多目的広場として舗装
及び上下水道を整備します。

民生費関係
■乳幼児等医療費事業　２８７万４千円
　子育て支援、環境の充実を図るため、中学 3年生までの医療費全額無料化とします。

衛生費関係
■電子カルテシステム導入、医事システム更新事業　１，３２５万２千円
　国保病院から診療所へ引き継いで使用してきた医事システムのサポート期間が終了することから、診療所医
事システムの更新及び電子カルテを導入し、医療スタッフの業務の効率化を図ります。

農林水産業費関係
■道営幌加内北部地区担い手育成型基盤整備事業負担金　３，９１０万円
　町内の政和、添牛内、共栄地区一円

商工費関係
■幌加内そば消費拡大 PR事業（日赤包括連携）　１４０万 8千円
　献血数量確保の為、そば消費拡大と PRも兼ねて１万食の加工麺を北海道赤十字血液センターへ提供し、献
血をされた方へ配布する。
■ふれあいの家「まどか」トイレ改修事業　１，１７８万１千円
　昭和 61年に建設してから 35年が経過し、老朽化した新館トイレの洋式化することにより、来館者の快適
性の向上を図ります。

土木費関係
■橋梁補修点検事業　８，５５１万４千円
　設計：２橋、補修工事：２橋、点検（二巡目）：３４橋を実施します。
■下幌加内線道路改良事業　１憶８，３００万円
路盤改良工事、舗装工（Ｌ＝６０１m）、工事における補償を実施します。

■町道改修事業　１，９４２万６千円
　新川通線トラフ取替工事 L＝ 228mを実施します。
■河川維持補修事業　２，１００万円
　緊急浚渫推進事業債を活用し、町管理河川における伐木、堆積土砂の除去工事を実施します。
　（令和 4年度事業予定箇所　東栄地区元川、下幌加内地区帰りの沢川、沼牛地区黒田の沢川）
■町有住宅整備事業　４，０４８万円
　ライフスタイルに合わせた地域の多様な居住形態への対応を鑑み、添牛内地区に 2LDK1棟 2戸の設計・建
築を包括的にプロポーザル方式で整備を行います。

消防費関係
■指令車購入事業　８９３万６千円
車両の更新を行い消防活動の維持を図ります。

教育費関係
■高校六次産業化用備品導入事業　３９３万８千円
　生産から加工製造、販売まで一貫した六次産業化への学習を強化推進するため、急速冷却冷凍機等を導入し
農場野菜や生そば等を有効活用し製品化に向け開発を行います。
■生涯学習センターふれあいホール舞台吊物装置改修事業　３，１３７万２千円
　舞台装置は竣工から20年以上経過し、一部は改修をしているが、老朽化経年劣化の進んでいる舞台装置は性能の劣
化により落下事故等を引き起こす可能性が出てくるため、令和４年度においては手動の舞台吊物装置の改修を実施します。
■中央公民館耐震改修工事　４，９２０万３千円
　昭和 51年建築した中央公民館の耐震改修工事を実施し、施設の安全性の向上を図ります。

令和４年度一般会計で行われる主な事業を紹介します。



双葉保育園（卒園児５名）双葉保育園（卒園児５名）

幌加内小学校（卒業生８名）幌加内小学校（卒業生８名）

朱鞠内小学校（卒業生２名）朱鞠内小学校（卒業生２名）
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幌加内高等学校（卒業生８名）幌加内高等学校（卒業生８名）

幌加内中学校（卒業生10名）幌加内中学校（卒業生10名）
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出身：インドネシア
氏名：ムハマド・アリ・トパン
ニックネーム：「アリ」さんと呼んでください。
抱負：日本語と働くために頑張ります。
　　　宜しくお願いします。

特別養護老人ホーム「テルケア」に就職する海外留学生の
職員を紹介

Chec
k！

　東川町にある旭川福祉専門学校で介護職を学
び、４月１日から「テルケア」で働くことになり
ました。
　先に勤めている３名の先輩のように早く幌加内
にも仕事にも慣れるよう頑張りますので、よろし
くお願いします。

１年間の地域留学を終えて
　昨年の４月より幌加内高校に１年間の地
域留学制度を利用して首都圏からやってき
た生徒が、幌加内での生活を終えて元の高
校へ戻ります（１名はそのまま転入）
　人口の多い都会から北海道の中でもとり
わけ小さな町の幌加内で様々な経験を積み、
町民の方々とも多く交流を持つことができ
ました。
　お世話になった役場や町民の皆さん１年
間本当にありがとうございました。

Chec
k！

除雪の事故救助功績に感謝状
　自宅屋根の雪下ろし作業中、崩れた雪と
ともに転落し生き埋めとなった男性を救助
した新江力さんと息子の和夫さんに対し、
３月 28日 ( 月 )、士別地方消防事務組合消
防長より感謝状が贈られました。
　事故があったのは先月９日で、生き埋め
となった男性の奥さんが新江さん親子に助
けを求めてきた際、消防への通報と生き埋
めとなった男性をスコップなどで雪の中か
ら掘り起こし救助、また、救急車を現場ま
で誘導するなど、迅速な対応により、男性
は一命を取り留めました。

Chec
k！
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インフォメーション information

ご厚志に感謝します
　◆ふるさと納税◆　～ ２月分の寄付申出状況 ～

２月分の申出状況は《１１１件》ありました。たくさんの応援メッセージが幌加内町の力になり励みになります。
※広報掲載希望者のみ掲載させていただいております。

２月５日　菅　康徳　　様（秋田県）
２月８日　田村健一郎　様（大阪府）
２月８日　西岡　健吾　様（北海道）

令和３年４月から令和４年２月までの寄付申込件数は《4,841》件です

ゴールデンウィーク期間における
ごみの収集作業及び一般受入れのお知らせ

日　に　ち 予　　　　　　　　　　　定

4月29日（金）
（昭和の日）

ごみ収集 ×　未収集

一般受入 ×　受入不可

４月30日（土）
ごみ収集 ×　未収集

一般受入 〇　受入可

5月１日（日）
ごみ収集 ×　未収集

一般受入 ×　受入不可

5月２日（月）
ごみ収集 ○　A・B地区の収集

一般受入 〇　受入可（通常通り午後から）

5月3日～5月5日
（火・水・木）

（憲法記念日・みどりの日・こどもの日）

ごみ収集 ×　未収集

一般受入 ×　受入不可

5月６日（金）
ごみ収集 〇　C地区の収集

一般受入 ×　受入不可

各ふるさと会からのお知らせ

が中心となり設立されました。
　例年、４月から５月ごろに総会・懇親会を開催し、幌加内町の思い出を語り合い、親
睦を深めていただき、幌加内町の発展を願う応援団として、活動していただいておりま
したが、今年は、新型コロナウイルス感染症防止のため、以下のとおり、中止もしくは
延期とさせていただきます。

15 2022.4月　｜広報ほろかない　
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インフォメーションinformation
令和4年10月支給分の児童手当の制度が一部変更になります。

大切な２つのお知らせです。必ずご確認ください！！

1　特例給付の支給に係わる所得上限額が設けられます！！
　　　　⇒所得額により特例給付の支給がされない方が発生します。

2　現況届の提出が不要になります！！
　　　　　　　⇒毎年6月に提出していた現況届が不要になります。
※提出が必要な一部の受給者については、（２）アをご確認ください。
※自治体によっては、今まで通り提出が必要です。

〇上記変更事項の詳細について

（1）　所得制限限度額・所得上限限度額について
令和４年10月支給分から、児童を養育している方の所得が下記表の②以上の場合、
児童手当等は支給されません。【ご注意ください】
※　児童手当等が支給されなくなったあとに所得が②を下回った場合、改めて認定請求書の提出等
が必要となりますので、ご注意ください。

※児童を養育している方の所得が、下記表の①（所得制限限度額）未満の場合、児童手当を、所得が①
以上②（所得上限限度額）未満の場合、法律の附則に基づく特例給付（児童１人当たり月額一律5,000
円）を支給します。

※   扶養親族等の数は、所得税
法上の同一生計配偶者及び扶養 
親族（里親などに委託されてい
る児童や施設に入所している児
童を除きます。以下、「扶養親
族等」といいます。） 並びに扶
養親族等でない児童で前年の
12月31日において生計を維持
したものの数をいいます。 扶
養親族等の数に応じて、限度額
（所得額ベース）は、１人につ
き３８万円（扶養親族等が同一
生計配偶者（７０歳以上の者に
限ります。）又は老人扶養親族
であるときは４４万円）を加算
した額となります。

※　「収入額の目安」は、給与
収入のみで計算しています。あ
くまで目安であり、実際は給与
所得控除や医療費控除、雑損控
除等を控除した後の所得額で所
得制限を確認します。

①所得制限限度額 ②所得上限限度額

扶養親族等の数
（カッコ内は例）

所得額
（万円）

収入額の
目安
（万円）

所得額
（万円）

収入額の
目安
（万円）

0人
（前年末に児童が生まれて

いない場合 等）
622 833.3 858 1,071

１人
（児童１人の場合 等） 660 875.6 896 1,124

２人
（児童１人 ＋ 年収 103万
円以下の配偶者の場合 等）

698 917.8 934 1,162

３人
（児童２人 ＋ 年収 103万
円以下の配偶者の場合 等）

736 960 972 1,200

４人
（児童３人 ＋ 年収 103万
円以下の配偶者の場合 等）

774 1,002 1,010 1,238

５人
（児童４人 ＋ 年収 103万
円以下の配偶者の場合 等）

812 1,040 1,048 1,276
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インフォメーション information

（２）現況届の省略について
ア　幌加内町では、令和４年現況届から受給者の現況を公簿等で確認することで、現況届の
提出を不要とします。

　　※ただし以下の方は、引き続き現況届の提出が必要です。
①配偶者からの暴力等により、住民票の住所地が幌加内町と異なる方
②支給要件児童の戸籍や住民票がない方
③離婚協議中で配偶者と別居されている方
④法人である未成年後見人、施設等の受給者の方
⑤その他、幌加内町から提出の案内があった方

イ　以下の変更事項があった方は市町村に届け出てください。
①児童を養育しなくなったことなどにより、支給対象となる児童がいなくなったとき
②受給者や配偶者、児童の住所が変わったとき（他の市区町村や海外への転出を含む）
③受給者や配偶者、児童の氏名が変わったとき
④一緒に児童を養育する配偶者を有するに至ったとき、または児童を養育していた配偶者
がいなくなったとき

⑤受給者の加入する年金が変わったとき（受給者が公務員になったときを含む）
⑥離婚協議中の受給者が離婚をしたとき
⑦国内で児童を養育している者として、海外に住んでいる父母から「父母指定者」の指定
を受けるとき

公務員の方へ！！
公務員の場合は、勤務先から児童手当が支給されます。

以下の場合は、その翌日から15日以内に現住所の市区町村と勤務先に届出・申請をし
てください。
○公務員になった場合
○退職等により、公務員でなくなった場合
○公務員ではあるが、勤務先の官署に変更がある場合
※申請が遅れると、原則、遅れた月分の手当が受けられなくなりますので、ご注意ください。

【お問い合わせ先】
　 保健福祉課しあわせ福祉係（☎35-3090）

協会けんぽ北海道支部からのお知らせ
■令和４年度の保険料率改定について
　令和4年3月分（4月納付分）から健康保険料率は10.39%（マイナス0.06%ポイント）、介護保険料率は
1.64%（マイナス0.16%ポイント）となります。加入者の皆様には、引き続き医療費適正化等の取り組み
にご協力いただきますようお願い申し上げます。

【お問い合わせ先】
　 全国健康保険協会（協会けんぽ）北海道支部（☎011-726-0352）
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インフォメーションinformation

日本脳炎予防接種のお知らせ
　北海道内でもわずかではありますが感染の可能性があることなどから、平成28年度より日本脳炎予防接
種を定期予防接種として実施することとなっております。日本脳炎ウイルスに対する確実な免疫をつける
ため、予防接種を受ける必要があります。

■日本脳炎とは？
　日本脳炎ウイルスを持つ蚊が人を刺すことによって感染する病気で、7～ 10日の潜伏期間の後、高熱、
頭痛、嘔吐、意識障害、けいれんなどの症状を呈する急性脳炎を引き起こします。

■接種対象者と接種期間
　日本脳炎予防接種は、1期の初回接種2回と1年後の追加接種1回、2期の接種1回の計4回の接種で終了と
なります。

種
接
な
的
準
標

間
期 1期　　3歳以上 4歳に達するまでに 1、2回目を接種

 　　　 4 歳以上 5歳に達するまでに 3回目を接種
※接種間隔は 1回目から 2回目が 6日～ 28日、2回目から 3回目が概ね 1年を過ぎて
接種する

2期　　9歳以上 10歳に達するまでに 4回目を接種

種
接
期
定

者
象
対 1期　　生後 6か月以上生後 90か月に達するまでに 3回目まで接種を実施

　※接種間隔は 1回目から 2回目が 6日以上、2回目から 3回目が 6か月以上となります。
2期　　9歳以上 13歳に達するまでに 4回目を接種

■特例制度対象者
　北海道では、これまで定期接種を行なっていなかったことから、上記
以外の年齢の方も特例で接種勧奨しております。
特例制度対象者：平成 19年 4月 1日以前に生まれた者で、9歳から 20歳未満の者
＊ワクチンを安定して確保するため、希望者が集中しないように順次個別に案内をしておりますが、対象
者であれば接種することは可能です。

【お問い合わせ先】
　 接種を希望される方は、事前に予約が必要となりますので町立幌加内診療所（☎35-2321）までご連絡
ください。
　また、やむを得ない理由で町外の医療機関で予防接種を希望される方（住民票が幌加内町にあり、町外
に在住のお子様等）は保健福祉総合センター「アルク」すこやか保健係　保健師（☎35-3090）までご相
談ください。

北空知信用金庫 幌加内支店店舗移転のお知らせ
　いつも当金庫をご利用いただき、ありがとうございます。
　このたび、「北空知信用金庫 幌加内支店」につきましては、下記日時に移転いたします。
　移転後も引き続き、ご愛顧賜りますようお願い申し上げます。

■移転日：令和４年５月16日（月）

■移転先：雨竜郡幌加内町字幌加内4699番地
　　　　　（幌加内町役場内）

■営業時間：午前の部　9：00～ 11：30
（月～金曜日）　午後の部12：30～ 15：00
　　　　　　【11：30～ 12：30は昼休み（窓口
　　　　　　封鎖）とさせていただきます】

■ATM（月～金曜日）：9：00～ 17：30

〇お手持ちのカード・通帳は、そのままご利用
いただけます
〇口座番号は変更ございません
〇店名・店番号・電話番号は変更ございません
※ご不明な点がございましたら、幌加内支店又は北空
知信用金庫業務グループ（TEL0164-22-1217、受
付時間 平日9：00～ 17：00）までお問合せください。

～移転後のお取引について～
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インフォメーション information
「高齢者肺炎球菌感染症の予防接種のお知らせ」

　肺炎球菌による肺炎は、成人肺炎の25～ 40％を占め、特に高齢者での重篤化が問題になっています。
肺炎球菌は肺炎、中耳炎、副鼻腔炎、気管支炎、髄膜炎などを起こす細菌の一つです。特に高齢者の肺炎
の約半数は、肺炎球菌が原因とされています。
　高齢者肺炎球菌ワクチンは、約90種類に分類される肺炎球菌のうち病気を引き起こしやすい23種類の菌
の成分を含んでいるため、肺炎の罹患や重篤化に対する予防効果が期待されます。

高齢者肺炎球菌の予防接種を実施しています
　平成26年10月より、高齢者肺炎球菌予防接種が定期予防接種となり無料で接種できます。
過去に接種した方は対象となりません。

今年度 定期予防接種の対象者
　①今年度（令和5年3月31日まで）に以下の表の年齢に該当する方
65歳となる方 昭和 32年 4月 2日～昭和 33年 4月 1日 70歳となる方 昭和 27年 4月 2日～昭和 28年 4月 1日
75歳となる方 昭和 22年 4月 2日～昭和 23年 4月 1日 80歳となる方 昭和 17年 4月 2日～昭和 18年 4月 1日
85歳となる方 昭和 12年 4月 2日～昭和 13年 4月 1日 90歳となる方 昭和   7 年 4月 2日～昭和   8 年 4月 1日
95歳となる方 昭和   2 年 4月 2日～昭和   3 年 4月 1日 100歳となる方 大正 11年 4月 2日～大正 12年 4月 1日
　経過措置として5歳刻みの方がその年度の対象者になります。
②60歳から65歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限さ
れる程度の障害やヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障
害がある方です。

＊既に肺炎球菌予防接種（ニューモバックスNP）を接種したことのある方は、対象外です

高齢者肺炎球菌予防接種は任意予防接種でも接種可能です
　幌加内町では定期予防接種の対象とならない方についても、任意予防接種で接種することができます。
接種料金　 無料　

対象者 70 歳以上（過去に接種したことのある人は、通常 5年以上の間隔をあける必要があります。
医師と相談してから接種してください。）

　予防接種は町立幌加内診療所、各診療所で受けることができます。
　町立幌加内診療所（☎35-2321）に事前に予約をしてから受けていただきますようお願いします。

【予約接種に関するお問い合わせ】
　保健福祉総合センター「アルク」
　すこやか保健係　保健師　☎35-3090

YOSAKOIソーラン祭り　審査員募集！！
■活動日程：令和４年6月11日（土）9時30分～ 19時00分
　　　　　　令和４年6月12日（日）9時30分～ 22時00分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※上記のうち3時間程度

■活動場所：札幌市中央区（大通公園周辺）

■活動内容：YOSAKOIソーラン祭りにおける演舞の審査

■募集期間：令和４年４月１日～ 30日（HPにて募集要綱をご確認ください）

【お問い合わせ先】
）1534-132-110☎（ ）藤伊：当担（ 宛 会員委行実り祭ンラーソ IOKASOY 　
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インフォメーションinformation

士別警察署かわら版

士別警察署　0165－23－0110問い合わせは士別警察署まで。

山菜採りによる事故の防止　慣れた山にも　隠れた危険が！
　例年、４月に入ると、行者ニンニクやタケノコ等の山菜を求めて入山し、山中で道に迷ったり、沢に転落
する事故が発生しています。
　慣れた山でも、油断による「危険な落とし穴」があることを忘れず、次の点に注意しましょう。

１　行き先を家族に伝えましょう。
　　行き先が分からないと、捜索開始が遅れます。
　　行き先や帰宅時間を家族に伝えましょう。

２　無理に山奥に入らないようにしましょう。
　　慣れた山でも、油断は禁物です。
　　自分の体力や体調、天候や時間に合わせた行動をしましょう。

３　単独での入山は避けましょう。
　　万が一、迷ったり、怪我をした場合、一人では救助要請ができません。
　　なるべく、複数で出かけましょう。
　　また、山の中では、絶えず声をかけ合いながら、お互いの位置を確認しましょう。

４　目立つ色の服装で入山しましょう。
　　万が一遭難した場合、ヘリコプターが上空から救助に向かう場合もあります。
　　上空からは、赤色や白色系の服装が目立ち、発見されやすくなります。

５　携帯電話やホイッスルを持ちましょう。
　　携帯電話があれば、非常時の連絡手段として、助けを求めることができます。
　　また、ホイッスルがあると、周囲に自分の存在を知らせることができます。

2022年4月 イベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2
平日ランチフェア 十割そばフェア
 誰でもDay

（スタンプ２倍）
レディースDay

（スタンプ２倍）
3 4 5 6 7 8 9
十割そばフェア 平日ランチフェア 平日ランチフェア

休館日
平日ランチフェア 平日ランチフェア 十割そばフェア

 ファミリーDay
（スタンプ２倍）

 誰でもDay
（スタンプ２倍）

レディースDay
（スタンプ２倍）

10 11 12 13 14 15 16
十割そばフェア 平日ランチフェア 平日ランチフェア

休館日
平日ランチフェア 平日ランチフェア 十割そばフェア

 ファミリーDay
（スタンプ２倍）

 誰でもDay
（スタンプ２倍）

レディースDay
（スタンプ２倍）

17 18 19 20 21 22 23
十割そばフェア 平日ランチフェア 平日ランチフェア

休館日
平日ランチフェア 平日ランチフェア 十割そばフェア

 ファミリーDay
（スタンプ２倍）

 誰でもDay
（スタンプ２倍）

レディースDay
（スタンプ２倍）

24 25 26 27 28 29 昭和の日 30
十割そばフェア 平日ランチフェア 平日ランチフェア

休館日
平日ランチフェア 十割そばフェア 十割そばフェア

 ファミリーDay
（スタンプ２倍）

 誰でもDay
（スタンプ２倍）

 ルオントDay
（スタンプ５倍）

スタンプDAY内容:
◎ファミリーDAY：家族全員　◎レディースDAY：女性全員
◎誰でもDAY/ルオントDAY：入浴者全員
※他のスタンプDAYおよび割引、サービスとの併用不可　※スタンプの押印は有料入館者に限る

）料無（湯足・iF-iW　　煙禁内館　　料無児学就未、052￥生学小、005￥人大：金料浴入◎

【ルオントからのお知らせ】
-------------------------------------------
平日限定ランチフェア
寒ブリ丼（みそ汁付き）
　　￥1,000（税込）

1日20食限定・昼の部のみ
11：30～14：00

-------------------------------------------
＜営業開始のお知らせ＞
幌加内町物産館

4月23日（土曜）から開館
10：00～17：00　火曜定休
※そば処まる店は、
　 5月中旬まで休業します。

バンガロー宿泊
4月28日（木曜）から開始

★詳細はHPをご確認ください★
-------------------------------------------
【お問合せ】
せいわ温泉ルオント
電話：0165-37-2070
10：00-21:00　水曜定休
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PLAN DO

ACTION CHECK

畑の収量が伸び悩んだり、家庭菜園の野菜の生育が悪くなったりしていませんか？何か足りないかなあ
と「追肥」や「水」を与えても変わらなければ（去年は水不足の畑が多かった）さあどうしましょう。「い
つも通りにやったんだけどなあ」ちょっと待ってください、「いつも通り」だからいいとは言えません。もう
一度作物をよく観察してください。色や大きさはいつもとどう違いますか？
　例えば肥料成分の過不足の場合、下記のような症状が出ます。

農業センター君農業農業農業農業農業センターセンターセンターセンターセンターセンターセンターセンターセンターセンター君君農業センター君いいね︕いいね︕

病害でも似たような症状が出ることがありますが、土壌分析をまずや
ってもらうことが重要です。 
　翌年、施肥内容を変えても前回と同じ症状が出るなら土壌に病原菌が
潜んでいるかもしれません。当センターに作物を持参してください。ただ
し農薬等で改善できるかどうか。 
　農業経営者の畑も家庭菜園もどうやってもダメ！な時があります。そ
の場合、全く違う作物を栽培するか、思い切って土を入れるか、思い切っ
て土を反転するか。要は土がかなりお疲れモードということです。ここで
原点に帰って一からスタート、そういうことじゃないでしょうか？
　農地も家庭菜園も大事な財産、いつも「去年通り！」ではなく毎年計画・実践、そしてチェックして、
効率の良い生産が出来るようにしましょう。

【加里欠乏】

※作物によって症状は異なりますが、代表的な例です。またよくあるのは「1成分の過剰によるバラ
ンスの崩れ」です。家庭菜園では頻繁に発生してます

成分 欠乏 過剰

窒素 葉色が黄色（特に下葉）分けつ
が少ない

葉色が濃い・過
繁茂

リン酸 葉色が赤みを帯びた黄化 春菊の心枯れ等

加里 葉に斑点・葉脈間黄化 石灰や
苦土の欠乏

苦土 下葉・果実近辺の葉の葉脈間黄
化・葉縁黄化

石灰や
加里の欠乏

石灰 先端葉の生育不良・葉脈間褐変 苦土の欠乏
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　　ミカンの皮は「陳皮（ちんぴ）」という生薬で結構利用されています。
陰干しした果皮5ｇを水300ccで半量まで煮詰め、1日3回温めた液を

飲用：食べ過ぎ・胃もたれに効能
　陰干しした果皮を入浴剤に：冷え性・肩凝り・腰痛に効能
　「陳」とは「並べる」という意味だけでなく「古い」という意味もあり、
漢方薬で使われる生薬では「10～ 15年」乾燥した物が良いようです。

テーマ：身近な生薬⑤ミカンの皮～健胃・血行促進

ワンポイント　知恵袋！ワンポイント　知恵袋！農業技術センター農業技術センター

　　毎年農業技術センター試験圃の網室で「ほろみのり」の種子が増殖されていることはたびたび紹介し
ました。
　今は昨年収穫したほろみのり」原種の脱穀、選別を実施してます。1年がかりですね。
　増殖の行程はほとんど知られていません。ここで当センターの業務をPRです。

【5/25鉄骨組】 【5/31ポット土詰め・設置、6/14播種】

【7/20、8/4　支柱くくりつけ】 【9/7ほろみのり収穫】

【3/1～脱穀後選別】 【3/7見事な原種】
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～Best Shot!～

記事・写真提供：北海道幌加内高等学校 お問い合わせ：０１６５－３５－２４０５ 教頭まで

２月２２日

　2年生　職場体験実習報告会

１月に行なった職場体験実習につ

いて、PowerPointで作成したスライ

ドをもとに、発表を行いました。それ

ぞれの工夫を凝らした発表で、実習

を通して学んだことを伝えることが

できました。

３月１０日　地域活動体験学習

　１・２年生が朱鞠内湖でワカサギ釣

り体験を行いました。幌加内ならでは

の体験に生徒たちも大満足のようで

す。天候にも恵まれ、幌加内の大自然

を堪能できた１日でした。

３月のできごと

４月の予定

　１日　年度始め休業(～７日)

　８日　前期始業式・着任式・入学式

　　　　 渓雪寮入寮式・オリエンテーション

１１日　朝会・頭髪服装検査・新入生オリエンテーション

　　　　 農生会入会式・対面式・新入生歓迎会

１４日　内科検診

１５日　身体検査

１８日　歯科検診

１９日　基礎力診断テスト・尿検査

２２日　尿検査

２９日　PTA総会・授業参観日　

　１日　第６６回卒業証書授与式

　３日　令和４年度入学者選抜検査

　７日　朝会・頭髪服装検査

　９日　地域活動体験学習(朱鞠内)

２４日　修了式・離任式

２５日　年度末休業（～３月３１日）　

This Month

Last Month
Best Shot! 今月の写真

　平成３１年度に入学した８名の生徒が、本校を卒

業しました。笑顔あり涙ありの思い出に残る素敵な

１日になりました。

　町内の皆様には、そば打ちのご指導を賜り、また

幌高商店会へのご来店など、様々な場面で生徒たち

を支えていただきました。本当にありがとうござい

ました。

　卒業生は幌高で培った３年間の学びや体験を生

かしながら、それぞれの道へ進んでいきます。今後と

も幌加内高校へのご指導ご鞭撻を頂きますようお

願い申し上げます。

24広報ほろかない｜　2022.4月



年金だより年金だより

幌加内町は旭川年金事務所の管轄区域です。
住所：〒070-8505旭川市宮下通り2-1954-2　℡：0166-72-5004，5005（自動音声案内）

詳しくは、お近くの年金事務所または役場住民課住民係 35-2124 へお問い合わせください。

学生納付特例制度
◎対象者
　日本国内に住むすべての人は、20歳になった時から国民年金の被保険者と
なり、保険料の納付が義務づけられていますが、学生については、申請により
在学中の保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」が設けられています。
本人の所得が一定以下の学生が対象となります。なお、家族の方の所得の多寡
は問いません。

◎申請方法
　申請先
　　・住民登録している市（区）役所・町村役場の国民年金担当窓口
　　・お近くの年金事務所
　　・在学中の学校等（学生納付特例の代行事務を行う許認可を受けている場合に限る）

　申請書類
　　・国民年金保険料　学生納付特例申請書

　（添付書類）
　　・年金手帳または基礎年金番号通知書
　　・学生等であることまたは学生等であったことを証明する書類

　注意事項
　　学生納付特例は、原則として申請日にかかわらず、４月から翌年３月まで（申請日が 1月から３月ま
での場合は、前年４月から３月まで）の期間を対象として審査します。ただし、保険料の納付期限から２
年を経過していない期間（申請時点から２年１か月前までの期間）についても、さかのぼって申請するこ
とができます。
※複数年度の申請を希望される場合は、複数枚の申請書の提出が必要です。

◎老齢基礎年金との関係
老齢基礎年金を受け取るためには、原則として保険料の納付済期間等が 10年以上必要ですが、学生納付特

例制度の承認を受けた期間は、この 10年以上という老齢基礎年金の受給資格期間に含まれることとなります。
ただし、老齢基礎年金の額の計算の対象となる期間には含まれません。（注：満額の老齢基礎年金を受け取る
ためには、40年の保険料納付済期間が必要です。）
　このため、将来、満額の老齢基礎年金を受け取るために、10年間のうちに保険料を納付（追納）すること
ができる仕組みとなっています。（承認を受けた年度の翌年度から起算して、３年度目以降に保険料を追納す
る場合には、猶予されていたときの保険料に一定の加算額が加わります。）
※経済的に余裕がある場合は、保険料を納付するほうがおトクです。保険料の後払い（追納）は、保険料が高
くなることはあっても、安くなることはありません。
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健康 カレンダー

こ ん に ち は ！ 保 健 師 で す

　コロナ禍の現在、不要不急の外出を控えるように言われており、なかなか遠方の親戚や友人に会ったり、イベ
ントに参加する機会が減ったりしているのではないでしょうか。がん検診も、「密になるし。」「今年は受けなくて
もいいか。」と受診を控えてはいませんか。
　幌加内町のがん検診は、案内時間を細かく分けて密にならないようにしたり、手指消毒や体温測定を実施し、
感染対策を行っています。また、前回はがんが見つからなくても、がんができていたり、見つけられなかったが
んが見つかったりします。受診控えをしていて、それによりがんが進行してしまっては、元も
子もありません。今年度は下記の日程のとおりがん検診を行いますので、ぜひ受診してください。
　昨年と同様に健康づくり推進員さんが健診調査票を配布し、検診を希望される方には申し込
みをしていただくことになりますので、ご協力お願いいたします。

5月の

●乳幼児・児童に関する行事
乳幼児健診 保健福祉総合センター
子育て教室 保健福祉総合センター

乳幼児予防接種 町立幌加内診療所

●成人・老人に関する行事

老人健康相談

幌加内老人クラブ
政和老人クラブ
朱鞠内老人クラブ
添牛内老人クラブ

「どの方法で受けますか？」
第263回

健康コラム2022 がん検診は、不要不急ではありません！

※当初の予定と変更になる可能性があります。IPをご確認ください。

＊送迎バス健診は、アルクから旭川がん検診センターまでの送迎付きの健診です。
同日に複数の健診を受診できます。
＊がん検診の対象者は、基本 40歳以上です ( 子宮がんは 20歳以上 )。40歳未
満の方で他の検診を希望される場合はご相談ください。
＊検診の詳細については、アルク保健師（電話 35-3090）まで、お問い合わせ
ください。

　８月の結核・肺・胃・大腸がん検診は日曜日に行います！
　今年の８月の結核・肺・胃・大腸がん検診のアルク会場および南部の会館は、８月７日 (日 ) の実施となり
ます。また、昨年同様中央公民館前での実施は致しませんので、ご注意ください。

令和４年度　がん検診の日程

種類 日にち 種類 日にち
乳がん・
子宮がん

6/20 ( 月 )
送迎バス健診
（一般健診、複
数のがん検診）

9/15（木）

結核・肺・胃・
大腸がん

8/7（日）
10/13（木）

8/8（月）
2/6（月） 11/4（金）
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NEW WIND ニュー・ウインド ［社会教育からのお知らせ］

生涯学習カレンダー

４月
6日（水）

幌加内小学校入学式
幌加内中学校入学式

8日（金） 幌加内高等学校入学式

　巡回図書は、町民の皆様へのきめ細かい読書サービ
スに努め、図書利用の促進と読書活動の普及に努める
ことを目的としております。リクエストにより各ス
テーションへご希望の図書をお届けもしますので、多
くの皆様のご利用をお待ちしています。

【日　程】毎月2回 ( 令和 4年 4月～翌年 3月 )
【場　所】・ふたばクラブ
　　　　・政和コミュニティセンター
　　　　・添牛内コミュニティセンター
　　　　・特定非営利活動法人 よるべさ (朱鞠内 )
　　　　・朱鞠内みゆき保育所
　　　　・朱鞠内小学校
　　　　・母子里コミュニティセンター

巡回図書

◇わくわく体験教室「ワカサギ釣り」
　3月5日 ( 土 ) 朱鞠内湖におい
て、わくわく体験教室「わかさぎ釣
り」を行いました。
　11名もの児童が参加をしてくれ
ました。　
　エサを素手でつけなければなら
ないので大変そうでしたが、その
分わかさぎが釣れた時の感動、そ
して笑顔が素敵でした。

事業の記録

●ないものねだるな
阿川佐和子/著　（中央公論新社）

　コロナ禍で激変した生活、母亡き後の実家の片
づけ、忍び寄る老化現象…なんのこれしき！奮闘の
日々。読むと気持ちが楽になる、アガワ流「あるも
ので乗り越える」人生のコツ。『婦人公論』人気連
載エッセイ、待望の第3弾。

・タラント
　　　　　　　角田光代/著　（中央公論新社）

・奏鳴曲　北里と鴎外　
海道尊/著　（文芸春秋）

◇地域スポーツ教室「ボッチャ教室」
　2月 25 日 ( 金 )、2 月 26 日 ( 土 ) 農業活性化セン
ターアグリにおいて、地域スポーツ教室「ボッチャ教
室」を行いました。
　初めてボッチャというスポーツを耳にする人が多
く、慣れないスポーツで苦戦している参加者もいまし
たが、最後の方になると参加者全員競技に夢中でした。
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我が家のアイドル！

※クーポンは切り取り、
　ご提示ください。
※他スタンプDay及び割引、
　サービスとの使用不可

道の駅クーポン

せいわ温泉
ルオント入浴料
大人 100円引き100円引き
小人 50円引き50円引き
スタンプ2倍スタンプ2倍

■2022年5月末迄
■何度でも利用可

さらに！
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